
ちゅうりっぷぐみだより 

 カタツムリ制作では、カタツムリの殻の模

様を紐通しで表現し、葉っぱは線に沿ってハ

サミで切りました。 

 紐通しでは、黙々と穴に紐を通す子が多く、

どの子も完成すると、両面の模様を見比べて、

気に入った柄を表にしていました。ハサミを

使うところでは、ダイナミックにジョキジョ

キと切る子、慎重にチョキチョキと切る子、職

人のようにミリ単位(？)で何度も切って、葉っ

ぱに線が残らないようにする子など、さまざ

まな方法で楽しんでいました。 
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 梅雨明けの知らせが待ち遠しい今日この頃。外遊びが大好きな子どもたちは「今日、外で遊べる？」「雨、

降っている？」などと言いながら、天気が気になるようです。 

 水遊びが始まり、気温が高く、蒸し暑い日も多くなります。こまめな水分補給を心がけ、子どもたちの

体調の変化に気をつけながら、今月も楽しく過ごしていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●お願い● 

持ち物には、必ず記名をお願いいたします。 

靴の履き違いが見られるので、登園時の靴にも忘れず記名をお願いいたします。 

おいしかった～ 

初めてのバイキングに期待を膨らませていた子どもたち。バイキングに向けて、給食の時間には自分で

コップにお茶を入れて運ぶことから始めて、献立によってはご飯や汁物、おかずなどを自分でよそう練習

をしてきました。まだまだぎこちなく、失敗も多いですが少しずつコツをつかみ、しゃもじやお玉、トン

グでよそえるようになると、よそうことが楽しくなり、ついつい盛り過ぎて「そんなに食べられる～？」

と声をかけられることも。 

 当日は、朝から「今日、バイキングだよ！」「ご飯、何かな？」とウキウキワクワクの子どもたち。献立

を伝えると待ちきれずにホールをのぞきに行く子や「お腹すいた！」「そうめん、食べた～い」と言う子、

はりきって手を洗う子など、楽しみにしている姿がたくさん見られました。やはり、そうめんは大人気で、

つけ汁の味の感じ方に個性が表れ「甘～い」「酸っぱ～い」と感想を言い合い、何度もおかわりをする子が

多く、いつもよりたくさん食べていました。お腹がいっぱいになったせいか、いつもよりお昼寝もたくさ

んして、心も体も大満足のバイキングになりました。 

大発見？！ 

 雨上がりのある晴れた日の園庭に、大きな水た

まりが…靴と靴下脱いで、ズボンの裾をまくった

ら準備はバッチリ！ 

水たまりに入ったまこと先生が「気持ちい～」と

声をあげると、続々と子どもたちがやってきて、あ

っという間に水たまりの中に行列ができました。

子どもたちが「気持ちい～」「あったか～い」と声

を上げる中、ひとりが「冷たいっ！」と声をあげる

と、みんな興味津々。水たまりの場所の違いで、温

かかったり冷たかったりすることに気づき「本当

だ！」と確認する時の子どもたちの表情は、太陽に

負けないくらいキラキラと輝いていました。 

制作 



 

 

 

 


